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事 項 インフルエンザの発生報告数増加に伴う注意喚起について

所 管 保健福祉部 健康増進課 感染症保健係 川上，有馬
直通 ２８６－２７２４（内線 ２７２４）

感染症発生動向調査事業によるインフルエンザの発生報告数が警報発令基準を超えた第４週

概 要 （H25.1.21～1．27）と比較して，さらに増加したことから，県民に対して注意喚起を行います。

１ インフルエンザの発生状況

（１）各保健所の状況（調査期間 第５週報 １月２８日～２月３日）

内 容 （２）県全体の発生状況の推移

２ インフルエンザまん延防止のためのお願い

(1) インフルエンザの予防方法について。

①飛沫感染対策としてマスクの着用などの咳エチケットを守りましょう。

②外出後には手洗いを行いましょう。

③空気が乾燥すると，のどの粘膜の防御機能が低下し，インフルエンザにかかりやすくなるこ

とから，特に乾燥しやすい室内では，適切な湿度(50～60％)を保ちましょう。

④体の抵抗力を高めるため，十分な栄養とバランスの取れた栄養摂取を心がけましょう。

⑤必要時以外はできるだけ人混みや繁華街への外出は控えましょう。

(2) インフルエンザにかかった場合の対応について。

①３８度以上の発熱などインフルエンザの症状がでたら早めに医療機関を受診しましょう。

②安静にして，休養をとりましょう。特に睡眠を十分にとることが大切です。

③水分を十分に補給しましょう。お茶でもスープでも飲みたいもので結構です。

④咳・くしゃみなどの症状のある時は，周りの方にうつさないために，不織布製マスクを着用し

ましょう。

⑤人混みや繁華街への外出を控え，無理をして学校や職場などに行かないようにしましょう。

３ 参 考

学校での出席停止の期間については，学校保健法で「発症した後５日を経過し，かつ解熱し

た後２日を経過するまで」と定められていますので，参考にしてください。

 鹿児島市 60.00 1380 1187  姶良 27.00 297 174
 指宿 35.33 106 115  志布志 29.60 148 136
 加世田 39.83 239 190  鹿屋 49.00 392 299
 伊集院 57.33 344 246  西之表 19.00 38 13
 川薩 62.14 435 290  屋久島 4.00 16 16
 出水 34.80 174 148  名瀬 35.20 176 122
 大口 23.33 70 26  徳之島 42.00 210 154
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報  告  週 報告数 定点医当たり 備考

第１週報　（H24.12.31～H25.1.6） 120 1.29 流行入り

第２週報　（H25.1.7～H25.1.13） 725 7.80 注意報発令（H25.1.18）

第３週報　（H25.1.14～H25.1.20） 1,717 18.46
第４週報　（H25.1.21～H25.1.27） 3,116 33.51 警報発令（H25.1.31）

第５週報　（H25.1.28～H25.2.3） 4,025 43.28 ※注意喚起


